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＜連絡事項＞

・2月の定期心電図検査が、2/21（火）14:30から2/20（月）14：30から変更となりました。

・食事サービス提供管理委員会より

閉鎖病棟側のプール内に箸も入れてしまう方がおり、機械による箸の破損が多く発注後

の納品が間に合わないとの事ですので、下膳時の観察及び患者様への下膳方法の周知

を行っていきましょう。

前回、キザミ食の量が少ないとの事で意見が出ていましたが現在も量が少ないようなの

今後も検討して行くとの事です。

次回は3/16（木）16：00より2Ｆ会議室で行います。

＜患者様連絡事項＞

・立花　法子様～2/18(土)9：00～2/19（日）16：00までアルコール依存症治療プログラム3ヶ月目の外泊訓練のため出棟しています。外泊中に自宅で飲酒しない事・今後の生活について考えてくるように説明しています。また、帰院後は今後の自分の生活設定について洞察して頂くようにしましょう。

　　　　　　　　外泊訓練に問題がなければ退院へ向けての準備、検討を行っていく事

　　　　　　　　とします。

・本田　英之様～2/18（土）9：00～2/19（日）17：00まで外泊となっています。外泊後に昼夜逆転となる傾向にありますので帰院後、生活リズムに乱れがないか観察しながら外泊時の状況について確認していきましょう。

＜日常生活支援プログラム評価・検討＞

・木村　忠史様～チェスト・ケース内の衣類のたたみ方に乱雑さあり、声掛けにてたたみ直すことが出来ています。概ね自分なりに行う事が出来ていますが、保清面（衣類の着替え等）について声掛け・介入を要する部分見られています。今後も、こまめな声掛けをして行きましょう。

・佐々木　みね様～今週の身辺整理・日常生活支援の介入を拒否しています。チェスト周辺にバッグや紙袋に荷物を詰めている事が多いです。私物整理についての介入は適宜行っていき、チェストやケースへ収納していけるように声掛けして行きましょう。

・佐藤　幸男様～チェスト内の乱雑さ見られ、声掛けにて整頓する事が出来ています。また、衣類の汚れ（洗顔の跡や歯磨きの跡）が目立ち着替えの声掛け要しています。

・松橋　清子様～概ね自主的に行う事が出来ています。日常生活支援の導入継続が必要かの評価・検討を担当スタッフはお願いします。

・板橋　雅勝様～チェストやコップの汚れ見られ、声掛けにて掃除しています。コップの下にティッシュを敷いていますがコーヒーやお茶の零れた跡があり、汚れたら片付けるようにと説明しています。また衣類の汚れが目立ち着替えを促していますが、『洗濯をすると再度着る』を繰り返しています。保清への認識を充分持つ事が出来ていない様子が伺えます。その都度声掛けをして行きましょう。

・蛭名　豊美様～洗面器に濡れたタオルをそのままにしている事あり、声掛けにて洗濯をして頂いています。保清への認識が薄い様子が伺えますので、私物管理

　　　　　　　　への援助を含めて、指導継続していくこととします。

・奥寺　徹様～チェスト内の汚れ（コーヒーの跡、コーヒーの粉）、ゴミの溜め込みが目立ち声掛け要しています。また、衣類の汚れ目立ち声掛けするも応じられない事あります。保清への認識に欠けている様子が伺えますので、引き続き汚れ目立つ際は、その都度更衣・洗濯を促して行きましょう。

・新井　圭次様～保清面についての声掛け要していますが、自主的に行う事もあります。引き続き声掛けはこまめに行っていきましょう。

・佐々木　香様～チェック表の記入が習慣化されていない状態続いていますので、適宜声掛け行いチェック表への記入をして頂くようにしましょう。また、ベッド周辺に私物を放置していることありますので、必要の無いものは本人と相談しご家族へ持ち帰って頂くか、自分で管理する際はチェスト・ケースへ保管するという行動に起こせるよう介入していきましょう。

・若松　澄子様～チェック表への記入が習慣化されていません。スタッフの声掛けにて、日常生活動作はスムーズに行う事が出来ていますので、引き続きこまめに声掛け行いチェック表への記入もして頂くようにしましょう。また、チラシ集めや観葉植物の鉢植えの敷き木を集めることありますので、私物管理の介入をこまめに行っていきましょう。

※西川　和恵様～日常生活動作の殆どに声掛け要しており、自発的な行動見られませんので今後、日常生活支援・身辺整理の導入を検討しています。

※金沢　洋子様～保清面についての理解が乏しく、入浴マナー・洗濯機の使用マナーの乏しさ伺えます。入浴に関して洗髪・洗身の不十分さ伺えますので指導・説明を要する為、日常生活支援・身辺整理の導入を検討しています。

＜受け持ち患者様共同ケア検討＞

・鈴木　正長様（60）　アルコール依存症・脳出血後遺症・脳血管性痴呆疑い・症候性てんかん疑い

主治医：千葉Ｄｒ　担当Ｎｓ：下帯Ｎｓ・加藤Ｃｗ

・長期目標…残存機能の維持、残存している生活リズムの維持

・短期目標…残存している機能・生活リズムを整える

・問題点…1日の流れ（日課・プログラム・作業の時間）が把握出来ず、スタッフの声掛けを要し、声掛けをしても行動に移すまでに時間を要する。また、日時の失見当識が見られる。スタッフが日時を問うと「え？知らないよ？」と話す事ある。

・ケア方針…起床から就床までの1日の流れを記載した用紙をチェストの1番目に付く所へ貼り、自分で確認し行動出来る様にする。本人に用紙を確認して頂き、分からない所を確認し本人が分かるように作成し了承しています。慣れるまでの間は適宜声掛けをして行き、徐々に自主的に出来るようになって頂く。

＜ケアプラン＞

＃1　残存能力を維持し、生活リズムを整える。

Ｐ1

1 目標を見て行動出来るようにする。（慣れるまでの間はこまめに声掛けをしていく）

2 入浴日には着替えを準備するように声掛けする。

3 ベッド臥床にて新聞を読んでいる時は「ホールに出て来て椅子に座って読みませんか？」等の声を掛ける。






















